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11
月
29
日
、
各
区
の
女
性
リ
ー

ダ
ー
68
名
が
参
加
し
、
第
38
回
女

性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会
が
名
古
屋
市

総
合
社
会
福
祉
会
館
に
て
実
施
さ

れ
ま
し
た
。今
回
の
テ
ー
マ
は「
ク

ラ
ブ
活
動
を
楽
し
む
た
め
の
ヒ
ン

ト
」。
オ
リ
エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
に

続
い
て
、
常
滑
市
の
ふ
れ
あ
い
サ

ロ
ン
・
く
め
里
代
表
の
片
山
凉
子

氏
に
講
演
い
た
だ
き
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
元
気
に
な
れ
る
極
意

　
　
～
あ
る
農
村
で
の

　
　
　
　
女
性
た
ち
の
挑
戦
！
～

　
　
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
・
く
め
里

　
　
　
　
代
表
　
片
山 

凉
子 

氏

　

私
は
女
性
の
仲
間
と
共

に
男
性
を
巻
き
込
み
な
が

ら
地
域
活
動
を
推
進
し
て

き
ま
し
た
。
地
域
の
活
性

化
に
は
女
性
の
活
躍
が
不
可
欠
。

次
の
4
つ
の
活
動
を
女
性
た
ち
が

中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。

⑴
地
区
の
公
民
館
の
建
設

　

農
協
跡
地
の
狭
い
場
所
に
公
民

館
建
設
の
情
報
が
入
り
、
女
性
30

人
ほ
ど
の
反
対
意
見
を
集
約
。
公

民
館
建
設
の
臨
時
総
会
で
意
見
を

述
べ
、
継
続
審
議
に
。
男
性
ば
か

り
の
建
設
委
員
会
を
改
め
、
自
身

は
副
委
員
長
に
就
任
。
ア
ン
ケ
ー

ト
を
実
施
す
る
な
ど
、
理
想
と
す

る
公
民
館
の
建
設
が
実
現
。

⑵
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
設
立

　
「
な
ぜ
地
域
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
が

な
い
の
か
」
と
い
う
声
に
応
え
、

協
力
者
を
誘
い
設
立
。
資
金
は
資

源
回
収
や
バ
ザ
ー
、
補
助
金
な
ど

を
活
用
。
活
動
後
は
必
ず
「
コ
ー

ヒ
ー
タ
イ
ム
」。
こ
れ
が
な
い
と

続
か
な
い
。
お
礼
の
気
持
ち
が
伝

え
ら
れ
る
し
、
活
動
を
継
続
す
る

に
は
大
事
な
こ
と
。

⑶
ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
の
創
立

　
「
誰
で
も
集
ま
れ
る
ホ
ッ
と
で

き
る
場
所
を
つ
く
ろ
う
」
と
、
会

員
有
志
と
隣
村
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の

仲
間
の
支
援
で
創
設
。
モ
ッ
ト
ー

は
「
自
主
的
に
参
加
し
、
楽
し
ん

で
従
事
」。

⑷
地
域
猫
活
動

　

久
米
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
地
域
猫
活

動
推
進
協
議
会
を
立
ち
上
げ
、
虚

勢
・
避
妊
手
術
を
実
施
。
手
術
を

終
え
る
と
、
リ
リ
ー
ス
（
地
域
に

戻
す
）。
地
域
の
協
力
で
置
き
エ

サ
や
ト
イ
レ
も
管
理
。
自
身
も
21

匹
の
保
護
猫
を
迎
え
、室
内
飼
育
。

  

最
後
に

　

女
性
の
能
力
は
無
限
大
で
す
。

活
動
は
男
性
の
協
力
も
得
な
が
ら

取
り
組
む
男
女
共
同
参
画
を
推
奨

し
ま
す
。「
出
し
ゃ
ば
り
の
す
す

め
」
の
精
神
で
、
必
要
と
あ
ら
ば

前
に
出
て
物
申
す
こ
と
も
大
切
。

仲
間
に
は
寛
大
に「
お
互
い
さ
ま
」

の
気
持
ち
で
、
失
敗
を
責
め
な
い

こ
と
が
次
に
繋
が
る
秘
訣
で
す
。

楽
し
く
な
け
れ
ば
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
は
で
き
ま
せ
ん
。
女
性
は
衣
食

住
に
密
着
し
た
知
識
と
能
力
を
備

え
、
心
遣
い
が
で
き
ま
す
。
女
性

リ
ー
ダ
ー
と
し
て
、
自
信
を
持
っ

て
進
ん
で
ほ
し
い
で
す
。　

　

2
月
15
日
、
名
古
屋
市
芸
術
創

造
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
健
康
づ
く

り
セ
ミ
ナ
ー
が
開
催
さ
れ
ま
し

た
。
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院
教

授
・
髙
石
鉄
雄
氏
を
講
師
に
迎
え
、

各
区
の
単
位
ク
ラ
ブ
リ
ー
ダ
ー
約

3
0
0
名
が
高
齢
期
に
お
け
る
健

康
管
理
や
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

学
び
ま
し
た
。

◆
講
演
要
旨

　
人
生
1
0
0
年
時
代
を

　
　
見
据
え
た
健
康
づ
く
り

　
　
名
古
屋
市
立
大
学
大
学
院

　
　  

理
学
研
究
科  

総
合
生
命
理
学
部

　
　
　
　
教
授
　
髙
石 

鉄
雄 
氏

　

人
生
1
0
0
年
時
代
と
い
わ
れ

る
現
在
、
日
本
人
の
死
因

や
要
介
護
の
原
因
を
踏
ま

え
た
「
健
康
づ
く
り
」
に

取
り
組
む
こ
と
が
大
事
で

す
。健
康
づ
く
り
に
必
要
な
の
は
、

自
身
が
生
き
て
い
る
こ
と
を
身
体

に
伝
え
る
た
め
の
ス
ト
レ
ス
（
刺

激
）。
生
活
の
質
を
高
く
保
つ
た

め
に
は
、
運
動
や
外
に
出
て
人
と

関
わ
る
（
話
す
）
こ
と
が
大
切
で

す
。
自
立
し
た
生
活
に
向
け
、
身

近
で
で
き
る
有
効
な
方
法
を
ご
紹

介
し
ま
す
。

　

血
管
系
疾
患
の
主
な
原
因
は
肥

満
と
運
動
不
足
で
す
。
高
校
・
大

学
時
代
よ
り
、
10
キ
ロ
以
上
体
重

が
増
加
し
て
い
る
人
は
要
注
意
。

動
脈
硬
化
の
進
行
抑
制
に
は
歩

行
・
ラ
ン
ニ
ン
グ
・
自
転
車
な
ど

の
有
酸
素
運
動
が
有
効
で
す
。
た

だ
し
散
歩
や
通
常
歩
行
で
は
不
十

分
な
場
合
が
多
く
、
健
康
づ
く
り

に
は
高
齢
者
で
あ
っ
て
も
適
切
な

強
度
の
運
動
が
必
要
。
3
分
早
足

の
後
、
3
分
ゆ
っ
く
り
歩
く
こ
と

を
繰
り
返
す
な
ど
、
や
や
き
つ
い

運
動
を
す
る
こ
と
で
、
予
防
効
果

は
高
ま
り
ま
す
。

⑵
起
居
・
移
動
能
力
の
維
持

　

自
立
し
た
生
活
を
送
る
に
は
、

脚
の
筋
肉
萎
縮
予
防
や
下
肢
の
運

動
機
能(

筋
力)

を
高
く
保
つ
こ

と
が
重
要
で
す
。
中
高
齢
者
の
寝

た
き
り
の
原
因
と
し
て
、
骨
粗

し
ょ
う
症
に
よ
る
骨
折
が
多
く
、

原
因
の
1
番
は
転
倒
。
脚
の
筋
肉

と
骨
を
強
く
す
る
た
め
に
は
、
筋

力
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
・
坂
道
歩
行
・

階
段
昇
降
な
ど
の
無
酸
素
運
動
が

有
効
で
す
。
階
段
は
上
り
が
筋
力

維
持
運
動
、
下
り
は
骨
を
つ
く
る

骨
密
度
ア
ッ
プ
運
動
に
な
り
ま

す
。
平
地
を
歩
く
だ
け
で
は
脚
力

維
持
が
難
し
い
た
め
、
積
極
的
に

階
段
を
利
用
し
ま
し
ょ
う
。
骨
と

筋
を
刺
激
す
る
こ
と
で
、記
憶
力
・

免
疫
力
・
筋
力
・
精
力
が
高
ま
り

ま
す
。

⑶
認
知
症
の
予
防

　

思
考
力
・
記
憶
力
の
保
持
に
は
、

外
出
や
会
話
が
有
効
で
す
。
難
聴

が
進
む
と
会
話
に
入
れ
ず
孤
立
し

た
り
、
認
知
症
発
症
リ
ス
ク
を
高

め
た
り
す
る
の
で
、
早
め
に
補
聴

器
の
使
用
を
お
勧
め
し
ま
す
。
運

動
は
認
知
症
の
予
防
に
つ
な
が
る

と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。
自
身
の
体

力
や
健
康
状
態
を
把
握
し
た
上

で
、
十
分
な
ウ
ォ
ー
ミ
ン
グ
ア
ッ

プ
の
後
、
行
う
よ
う
に
し
て
く
だ

さ
い
。　

片山  凉子  片山  凉子  氏氏 髙石  鉄雄  髙石  鉄雄  氏氏

⑴
大
血
管(

脳
・
心
臓
血
管)

系

　
障
害
の
予
防


